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▶７月27日（日）
　バスハイク（きぼーる見学）
▶11月上旬
　君津ふるさとかるた大会
▶１月31日、２月１日
　公民館に泊まろう（君津中央公民館）

今年度もやります！今年度もやります！

詳細が決まりしだいチラシを学校にお配りします。
おたのしみに♪

会計年度任用職員

窓口でお待ちしています！

事業係
中央公民館・交流センターの
主催事業の開催に関することを担当

管理調整係
全市の事業や、市内公民館の管理
調整に関することを担当

文化振興係
文化財保護活用、芸術文化振興、文化
ホール、資料館に関することを担当

黒澤 伊藤 三河

上浦 山崎 伊藤

牧野 高橋 阿部

矢島
布施係長

平野
安西

柴田
中村 荒井

中川係長 小林 矢野
中花係長 朝倉

當眞主幹 大竹

生涯学習文化課  副課長
君津中央公民館  副主幹
生涯学習交流センター  副主幹

生涯学習文化課  課長 生涯学習文化課  主幹
君津中央公民館  館長
生涯学習交流センター  所長

職員一同、皆さんの活動のお役にたてるようにがんばります！
よろしくお願いします

平野　陽一野村　出布施　利之

　
今
年
は
戦
後
80
年
を
迎
え
る

と
同
時
に
昭
和
１
０
０
年
も
迎

え
る
、
節
目
の
年
に
な
り
ま
す
。

過
去
だ
け
で
は
な
く
未
来
に
目

を
向
け
て
、「
今
」
を
後
世
に

残
す
た
め
に
、「
ひ
こ
ば
ゆ
」

で
地
域
の
こ
と
を
取
り
上
げ
て

い
き
ま
す
。
　
　
　
　（
安
西
）

　

令
和
７
年
４
月
か
ら
、
青
少

年
相
談
員
の
第
22
期
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
。

　

君
津
地
区
で
は
継
続
・
新
規

あ
わ
せ
て
11
名
で
始
動
で
す
。

　

例
年
、
公
民
館
を
利
用
し
た

『
お
泊
り
企
画
』
や
『
バ
ス
ハ

イ
ク
』
な
ど
は
小
学
生
に
大
人

気
！
ど
の
企
画
も
相
談
員
が
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
い
工
夫
し
な

が
ら
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
子
ど
も
向
け
の

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て

い
き
ま
す
。

　

た
の
し
み
に
ま
っ
て
て
ね
！

髙橋　司さん
（２期目）

　相談員の担い手も不足して
いる今、子どもたちも相談員
も「参加してよかった」と思え
るような事業を展開したいで
す。相談員だけではなく、い
ろんな人とつながりながら、子
どもたちにいろんな体験をさ
せてあげたいです。これから、
よろしくお願いします。

岡田美保さん
（３期目）

　私自身楽しみながら活動に
参加していて、バスハイクやか
るた大会、キャンプなども全部
楽しいです。
　大人の「楽しい」を子どもた
ちも、その保護者の方も、一
緒に共有できればいいな、と
思って活動しています。ぜひ、
参加してくださいね！

境澤雅也さん
（４期目）

　長いこと青少年相談員をや
らせてもらっています。自分の
子どもが小さいときは一緒にイ
ベントに参加したり、中学校の
時の恩師に講師を依頼したり
と、地域の皆さんと家族ぐる
みで、楽しく活動させてもらっ
ています。今期も、よろしくお
願いします。

藤本真二さん
（１期目）

　今期から青少年相談員にな
りました。子どもたちの父親
のように、優しく、安全に気を
配りながら活動していきたいと
思います。今は福祉施設で働
いていますが、自衛隊の経験
もあるので、いろんな経験を
活かして頑張ります。これか
らよろしくお願いします。

栃山祐介さん
（１期目）

　今期が初めての相談員で、
慣れないこともあるかと思いま
すが、子どもたちと目線を合わ
せて一緒に笑って、同じ時間を
共有することで、思い出が一
つでも多く作れればいいなと
思います。よろしくお願いしま
す。

齊藤貴之さん
（４期目）

　青少年相談員10年目になり、
役員などいろんなことを経験さ
せていただきました。今期は、
人を育てることを意識して、全
体を見ながら活動していけたら
と思います。
　ただし、遊ぶときは全力で
遊んで、子どもファーストで頑
張ります！

柴﨑正詩さん
（２期目）

　青少年相談員として、子ども
たちの体験活動に力を入れて
いきたいです。また、公民館
をはじめ、地域の皆さんに支え
ていただいて活動ができてい
ると思っているので、少しでも
恩返しができるよう頑張ります。
よろしくお願いします。 松井守彦さん

（３期目）

　コロナ禍の前から相談員を
務めていて、一時期活動がす
べて中止になってしまったとき
は、どうなることかと思いまし
た。しかし、最近は事業も復
活して、うれしい限りです。子
どもたちのために頑張りたいと
思います。 北原義昭さん

（１期目）

　今期から初めて相談員にな
りました。わからないことだら
けで、不安なことも多いですが、
子どもたちと一緒にたくさんの
ことを経験して、一緒に成長し
ていければと思います。３年
間よろしくお願いします。

青少年相談員青少年相談員
～みなさん！いっしょにたのしみましょう～

楽しく茶話会（フリースペースにて）

　
３
月
18
日
、
君
津
地
区
公
民

館
運
営
審
議
会
か
ら
君
津
地
区

４
公
民
館
長
（
君
津
中
央
、
八

重
原
、
周
西
、
周
南
）
に
対
し
、

「
君
津
地
区
に
お
け
る
地
域
活

性
化
・
地
域
課
題
の
解
決
に
資

す
る
社
会
教
育
機
関
と
し
て
の

公
民
館
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

が
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
民
館
運
営
審
議
会
は
、
公

民
館
が
地
域
の
状
況
に
沿
っ
た

運
営
を
行
う
た
め
に
意
見
を
述

べ
る
機
関
で
、
君
津
地
区
で
は

学
校
、
公
民
館
利
用
団
体
、
地

域
団
体
、
学
識
経
験
者
な
ど
の

12
名
が
、
公
民
館
と
住
民
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
様
々
な
テ
ー
マ

に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
答
申
は
、
４
公
民
館

館
長
か
ら
の
こ
れ
か
ら
の
地
域

活
性
化
、
地
域
課
題
に
役
立
つ

た
め
の
今
後
の
公
民
館
の
取
組

に
つ
い
て
の
諮
問
に
応
え
た
も

の
で
す
。

　
君
津
地
区
は
、
市
街
地
と
い

う
特
性
と
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も

あ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
生
、
地
域
活
性
と
い
っ
た
大

き
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
地
域
の
未
来
を
住
民

が
主
体
的
に
つ
く
っ
て
い
く

「
地
域
づ
く
り
協
議
会
」
へ
の

機
運
も
高
ま
っ
て
お
り
、
地
域

拠
点
と
し
て
の
公
民
館
で
も
、

こ
れ
ま
で
の
成
果
や
反
省
点
な

ど
を
見
つ
め
、
よ
り
地
域
に
役

立
ち
た
い
と
い
う
趣
旨
で
諮
問

し
た
も
の
で
す
。

　
答
申
で
は
、
君
津
中
央
公
民

館
に
つ
い
て
、
近
年
の
文
化
祭

で
の
「
縁
日
」
や
障
が
い
者
の

生
涯
学
習
推
進
事
業
な
ど
が
、

若
者
と
地
域
の
交
流
を
深
め
地

域
に
活
力
を
生
ん
で
い
る
点
や
、

障
が
い
の
あ
る
方
が
地
域
に
積

極
的
に
出
ら
れ
る
機
会
を
提
供

し
て
い
る
点
な
ど
に
高
い
評
価

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
方
、

公
民
館
に
縁
遠
い
人
も
い
る
中

で
の
事
業
の
あ
り
方
や
、
地
域

へ
の
関
心
が
薄
い
層
へ
の
働
き

か
け
な
ど
の
課
題
も
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
公
民
館
で
は
、
い
た
だ
い
た

答
申
を
も
と
に
、
今
後
、
よ
り

地
域
に
役
立
つ
事
業
展
開
に
努

力
し
て
い
き
ま
す
。
答
申
は
公

民
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公

開
し
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ん
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
域
に
役
立
つ
公
民
館
へ

君津中央公民館君津中央公民館

君津中央公民館ホームページにて
公開中。QRコードを読み取りご覧
ください。ダウンロードも可能で
す。また館内でも閲覧できますの
でお気軽にお立ち寄りください。

君津中央公民館ホームページにて
公開中。QRコードを読み取りご覧
ください。ダウンロードも可能で
す。また館内でも閲覧できますの
でお気軽にお立ち寄りください。

※記念誌の販売は
　行っていません。

開館60周年記念誌開館60周年記念誌
令和７年３月25日に

発刊しました！

公
民
館
運
営
審
議
会
答
申

　
公
民
館
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
＆
談

話
室
（
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
）
は

毎
日
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
友
人
と
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

談
笑
す
る
方
、
勉
強
や
卓
球
を

す
る
児
童
・
生
徒
・
学
生
達
、

お
や
つ
や
昼
食
を
食
べ
た
り
休

憩
を
す
る
親
子
連
れ
、
読
書
や

ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
方
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
方
々
が
思
い
思
い
に

過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
い
つ
で
も
公
民
館
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

※

作
品
展
示
会
な
ど
で
フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
が
縮
小
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

職 員
紹 介

お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い

お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い

柴田恵子さん
（２期目）

　地域の皆さんに支えていただ
きながら、子どもたちが成長し
ていく途中に立ち会わせていた
だけてることに感謝しています。
　あまりお力になれないかもし
れませんが、子どもたちが健や
かに育っていけるよう、地域の
大人として見守っていきたいと
思います。

池田信久さん
（３期目）

　22期となり、新しいメンバー
も増えて、活動が本格化する
前ですがワクワクしています。
様々な事業で子どもたちが喜
ぶ顔が目に浮かんでくるようで
す。
　３年間の中で自分自身も成
長していけるように頑張りたい
と思います。
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自
治
会
長
を
引
き
受
け
た
時
、

２
期
４
年
は
や
る
つ
も
り
で
し

た
が
、
次
に
引
き
受
け
手
が
見

つ
か
ら
ず
５
期
10
年
が
過
ぎ
、

や
っ
と
次
の
人
に
任
せ
引
退
す

る
は
ず
で
し
た
が
、
諸
事
情
で

継
続
し
、
６
期
目
11
年
目
に

入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

高
坂
自
治
会
で
行
っ
て
い
る

健
康
体
操
、
２
時
間
歌
い
続
け

る
マ
ラ
ソ
ン
の
よ
う
な
カ
ラ
オ

　

自
治
会
長
を
引
き
受
け
た
時
、

２
期
４
年
は
や
る
つ
も
り
で
し

た
が
、
次
に
引
き
受
け
手
が
見

つ
か
ら
ず
５
期
10
年
が
過
ぎ
、

や
っ
と
次
の
人
に
任
せ
引
退
す

る
は
ず
で
し
た
が
、
諸
事
情
で

継
続
し
、
６
期
目
11
年
目
に

入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

高
坂
自
治
会
で
行
っ
て
い
る

健
康
体
操
、
２
時
間
歌
い
続
け

る
マ
ラ
ソ
ン
の
よ
う
な
カ
ラ
オ

ケ
の
会
、
野
口
千
代
子
先
生
を

講
師
に
迎
え
て
行
っ
て
い
る

「
高
坂
長
生
き
会
」、
こ
の
会
で

は
健
康
に
つ
い
て
の
講
話
と
体

操
、
歌
を
み
ん
な
で
楽
し
く
歌

い
、
脳
と
体
の
健
康
維
持
に
か

な
り
役
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

個
人
的
に
は
最
近
の
移
動
は
自

転
車
か
徒
歩
だ
け
で
足
腰
を
毎

日
使
っ
て
老
化
防
止
を
心
が
け

て
い
ま
す
。
72
歳
に
な
り
ま
し

ケ
の
会
、
野
口
千
代
子
先
生
を

講
師
に
迎
え
て
行
っ
て
い
る

「
高
坂
長
生
き
会
」、
こ
の
会
で

は
健
康
に
つ
い
て
の
講
話
と
体

操
、
歌
を
み
ん
な
で
楽
し
く
歌

い
、
脳
と
体
の
健
康
維
持
に
か

な
り
役
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

個
人
的
に
は
最
近
の
移
動
は
自

転
車
か
徒
歩
だ
け
で
足
腰
を
毎

日
使
っ
て
老
化
防
止
を
心
が
け

て
い
ま
す
。
72
歳
に
な
り
ま
し

８月８日～８月15日
☆サダコと折り鶴ポスター
　（広島平和記念資料館）
☆疎開児童星野光世さんの
　体験記（君津小糸村）　
☆高校生平和書道　など

8月15日（金）終戦記念日
☆「あの夏を忘れない」朗読会
☆戦争の体験談を聞く
　・80年前のお話
　・現在のウクライナのお話 など

11月上旬
☆君津中央公民館文化祭参加

力
ま
な
い

 

自
然
体
の
頑
張
り

力
ま
な
い

 

自
然
体
の
頑
張
り

「
伝
統
の
変
化
」と

　
　
「
新
し
い
変
化
」

「
伝
統
の
変
化
」と

　
　
「
新
し
い
変
化
」

た
が
、
も
う
少
し
頑
張
っ
て
み

ま
す
か
。
ス
ト
レ
ス
の
か
か
ら

な
い
自
然
体
で
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
笑
い
合
っ
て
暮
ら
し
て
行

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に「
高
坂
長
生
き
会
」

に
は
高
坂
の
方
だ
け
で
は
な
く
、

久
保
、
台
、
陽
光
台
を
は
じ
め

富
津
市
や
県
内
外
の
方
々
も

時
々
来
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

有
料
で
は
あ
り
ま
す
が
、
先
生

の
健
康
に
な
る
体
操
や
講
話
、

病
気
に
強
い
体
づ
く
り
の
話
他
、

歌
の
歌
唱
指
導
も
し
て
い
た
だ

け
て
、
み
ん
な
で
好
き
な
歌
を

合
唱
す
る
楽
し
い
会
で
す
。
ご

近
所
の
方
々
も
ぜ
ひ
御
参
加
下

さ
い
。
毎
月
第
３
月
曜
日
、
13

た
が
、
も
う
少
し
頑
張
っ
て
み

ま
す
か
。
ス
ト
レ
ス
の
か
か
ら

な
い
自
然
体
で
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
笑
い
合
っ
て
暮
ら
し
て
行

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に「
高
坂
長
生
き
会
」

に
は
高
坂
の
方
だ
け
で
は
な
く
、

久
保
、
台
、
陽
光
台
を
は
じ
め

富
津
市
や
県
内
外
の
方
々
も

時
々
来
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

有
料
で
は
あ
り
ま
す
が
、
先
生

の
健
康
に
な
る
体
操
や
講
話
、

病
気
に
強
い
体
づ
く
り
の
話
他
、

歌
の
歌
唱
指
導
も
し
て
い
た
だ

け
て
、
み
ん
な
で
好
き
な
歌
を

合
唱
す
る
楽
し
い
会
で
す
。
ご

近
所
の
方
々
も
ぜ
ひ
御
参
加
下

さ
い
。
毎
月
第
３
月
曜
日
、
13

時
30
分
よ
り
、
高
坂
青
年
館
に

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

時
30
分
よ
り
、
高
坂
青
年
館
に

て
実
施
し
て
い
ま
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０
０
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を
真
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す
ぐ
に
改
良
し
、
こ

の
地
区
に
安
定
し
た
農
作
物
を

与
え
て
く
れ
た
こ
と
を
顕
彰
す

る
た
め
、
人
々
が
公
会
堂
に
集

ま
り
、
茶
碗
い
っ
ぱ
い
に
盛
ら

れ
た
飯
を
喰
う
と
い
う
行
事
で

３
０
０
年
以
上
続
い
て
き
ま
し

た
。
以
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は
年
に
４
回
行
わ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
が
、
徐
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に
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数
が
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り
、
数
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に
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行
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が
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わ
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な
く
な
り
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。
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西
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廟
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い
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。
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久保グラウンドゴルフサ
ークル会

旧久保保育園

園庭にて活動中

　
今
回
は
、地
域
の
方
か
ら「
旧

久
保
保
育
園
の
園
庭
を
借
り
て

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
や
っ
て

い
る
ん
だ
よ
。
よ
か
っ
た
ら
見

に
お
い
で
よ
」
と
お
誘
い
い
た

だ
い
た
の
で
さ
っ
そ
く
お
じ
ゃ

ま
し
て
来
ま
し
た
。

　
４
月
上
旬
、
桜
が
満
開
の
旧

久
保
保
育
園
に
集
ま
っ
て
い
た

の
は
久
保
自
治
会
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル
会
の
皆
さ

ん
。
今
年
の
２
月
か
ら
火
曜
日

と
土
曜
日
あ
わ
せ
て
月
４
回
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん

で
い
る
そ
う
で
す
。
こ
の
日
も

５
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
１
～
８
コ
ー
ス
で
競
技
し
て

い
ま
し
た
。

　
以
前
は
子
ど
も
達
が
遊
ん
で

い
た
園
庭
に
、
今
は
地
域
の
皆

さ
ん
が
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
を
狙
っ

て
球
を
打
つ
「
コ
ー
ン
」
と
い

う
力
強
い
打
撃
音
と
、
た
く
さ

ん
の
笑
い
声
が
響
き
わ
た
っ
て

い
ま
し
た
。
参
加
者
を
募
集
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
参
加
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ホールポストへ一直線！

園庭全体を使って。一打目は力いっぱい！

みんなで元気に健康体操

自
治
会
長
随
想
⑥

自
治
会
長
随
想
⑥

井
祐
　
　
努

高
坂
自
治
会
長

高
坂
自
治
会
長

田
村
　
　
正

中
富
自
治
会
長

中
富
自
治
会
長

戦後80年　ひこばゆ特別企画戦後80年　ひこばゆ特別企画

シリーズ２　この地域の「戦争」をたどって～歴史を見つめる～シリーズ２　この地域の「戦争」をたどって～歴史を見つめる～

あの戦争を忘れないあの戦争を忘れない
　

第
二
次
世
界
大
戦
の
終
戦
か
ら
80
年
、
あ
の
戦
争
の
悲
惨

さ
を
忘
れ
ず
、
次
の
世
代
へ
と
つ
な
い
で
い
く
た
め
に
、
こ

の
地
域
と「
戦
争
」に
つ
い
て
特
集
す
る
企
画
第
２
回
目
で
す
。

　

今
回
は
、
戦
争
当
時
か
ら
残
る
お
寺
（
法
巖
寺
・
下
湯
江
）

と
、
過
去
に
存
在
し
た
第
二
海
軍
航
空
廠
八
重
原
工
場
に
つ

い
て
見
つ
め
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
、
こ
の
地
域
に
軍
事

工
場
が
あ
っ
た
こ
と
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。

　
１
９
４
２（
昭
和
17
）年
４
月
、

久
保
、
台
、
杢
師
、
南
子
安
、

北
子
安
に
ま
た
が
っ
て
、
第
二

海
軍
航
空
廠
の
工
場
が
建
設
さ

れ
る
と
い
う
旨
が
土
地
の
所
有

者
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
工
場

こ
の
地
域
に

軍
事
工
場
が
あ
っ
た

こ
の
地
域
に

軍
事
工
場
が
あ
っ
た

の
広
さ
は
百
余
町
歩
（
東
京

ド
ー
ム
約
21
個
分
）
に
も
な
る

と
い
う
計
画
で
し
た
。
建
設
の

た
め
に
農
地
の
買
い
上
げ
が
あ

り
、
土
地
を
す
べ
て
買
わ
れ
た

人
も
い
た
そ
う
で
す
。

　
工
場
は
、
製
造
す
る
も
の
ご

と
に
場
所
が
分
か
れ
て
お
り
、

機
械
工
場
や
光
学
兵
器
仕
上
工

場
、
光
学
機
械
仕
上
工
場
な
ど

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、

兵
器
や
発
動
機
工
場
の
ほ
か
に
、

工
員
の
宿
舎
ま
で

も
が
建
設
計
画
に

含
ま
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。

　
こ
の
建
築
部
の

事
務
所
は
、
当
初

杢
師
に
あ
り
、
そ

の
後
に
久
保
（
現

在
の
君
津
中
央
公

園
周
辺
）
に
お
か

れ
、
１
９
４
２
年

に
工
場
の
建
設
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、

工
場
が
本
格
的
に

稼
働
し
始
め
た
頃

は
、
す
で
に
終
戦

ま
ぎ
わ
だ
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。

第二海軍航空廠八重原工場地図（君津町誌　後編より）

梵鐘供出時の写真

現在の梵鐘

未来ある子どもたちのために
平和で幸せな未来を
Peace Forever 80 Project

　
終
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
軍
15
名

が
、主
要
施
設
や
物
品
を
破
壊
・

焼
却
す
る
た
め
に
一
時
駐
留
し
、

工
場
建
設
に
従
事
し
た
人
々
が

再
び
駆
り
出
さ
れ
、
そ
の
作
業

に
当
た
っ
た
そ
う
で
す
。

　　
法
巖
寺
（
ほ
う
が
ん
じ
）
は
、

下
湯
江
に
あ
る
お
寺
で
、
１
６

１
０
年
代
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
今
も
戦
前
の
姿
の
ま
ま

残
っ
て
い
る
数
少
な
い
建
物
の

一
つ
で
す
。

　
ご
住
職
に
お
話
を
伺
っ
た
と

こ
ろ
、
戦
争
当
時
は
境
内
に
ト

タ
ン
小
屋
を
建
て
、
そ
こ
で

様
々
な
も
の
を
製
造
す
る
作
業

に
あ
た
っ
た
り
、
昭
和
18
年
に

は
お
寺
の
鐘
を
供
出
し
た
り
と
、

戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
っ
た

そ
う
で
す
。

　
法
巖
寺
は
山
沿
い
に
位
置
し
、

た
く
さ
ん
の
木
々
に
隠
れ
て
い

た
た
め
、
爆
撃
の
対
象
に
は
な

ら
ず
に
済
ん
だ
の
か
、
大
き
な

被
害
は
な
く
終
戦
を
迎
え
た
と

の
こ
と
で
す
。

　
戦
後
長
ら
く
鐘
が
な
い
ま
ま

で
し
た
が
、
平
成
16
年
に
梵
鐘

と
鐘
楼
を
再
建
。「
四
誓
法
巖

寺
梵
鐘
再
建
願
文
」
の
石
碑
も

立
て
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
石
碑

に
は
、
平
和
へ
の
願
い
と
犠
牲

に
な
っ
た
方
へ
の
弔
い
の
こ
と

ば
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
取
材
を
通
し
て
、
現
在
は
住

宅
地
と
な
っ
て
い
る
こ
の
地
域

に
、
80
余
年
前
は
全
く
違
う
景

色
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
歴
史
を
見
つ
め
、

学
ぶ
こ
と
で
誰
も
が
戦
争
の
影

に
怯
え
た
生
活
を
お
く
ら
ず
に

す
む
よ
う
、
み
ん
な
で
考
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

平和をつなぐピースフェスタが開催されます
詳細はQRコードからご覧ください

君津中央公民館を
会場に開催

地域発！
平和を考

える企画

～進行中
～

公民館に折り鶴の回収箱を設置中
平和を願って鶴を
折ってみませんか？

千羽鶴で衣装を！千羽鶴で衣装を！
折り鶴　募集中です
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